
 

 

 

 

【教育目標】  ■かんがえる子   ■おもいやりのある子   ■たくましい子 

 

  

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 タイムリーに 情報発信をしていきます  

喜多方市立慶徳小学校  学校だより 

平成３１年４月 2６日（金） 第２号 大 銀 杏 
発行責任者  校長  石田 秀喜 

授業参観 ありがとうございました 

４月２０日（土）の授業参観、PTA 

総会等へのご参加、ありがとうござい

ました。今年度最初の授業参観でのお

子様の様子はいかがだったでしょう

か。緊張しながらも、入学や進級した 

喜びと自覚を持ちながら授業に臨んでいたように思

います。また、PTA 総会では、役員組織や事業計画

等について承認されましたが、本校 PTA のまとま

りの素晴らしさを実感しました。父母と教師の会と

いう組織を通して、保護者の皆様と学校が連携を密

にして子どもたちの成長に関わっていければと考え

ます。よろしくお願いいたします。 

あすから１０連休 
有意義な休みを・・・ 

明日から 10 連休が始まります。 

各ご家庭では、それぞれの計画で過ご

されることと思いますが、安全で楽し

く、有意義な休みにしたいものです。 

 そのためにも、まずは事故に遭わな

いよう十分に気をつけさせてくださ

い。特に、連日のように交通事故のニ

ュースが続いております。青信号や横

断歩道を歩いていても事故に遭うこと

もあります。確実な安全確認、急な飛

び出しをしない等をご家庭でもご指導

ください。 

 

「ハリネズミのジレンマ」 

「あるところに、２匹のハリネズミがいました。          

その日は、とても寒い日でしたので、２匹のハリネズミは互い

に寄り添い温め合おうとしました。けれども、近づこうとすれば

するほど相手のハリが刺さり、がまんができません。でも、離れ

ていては寒くてしかたありません。２匹のハリネズミは、くっつ

いたり離れたり、それをくりかえしていました。」 

  
「あちらを立てればこちらが立たず。こちらを立てればあちらが立たず。」ということ

でしょうか。これは、子どもとのかかわりの中でも、しばしば感じることです。 
「勉強しろと言いたくはないけれど、言わないといつまでもやらない。」というような話を
耳にすることがあります。子どもの自主性を尊重したいという気持ちと、待っているだけ
ではいつまでたってもやらないのではないかという気持ちで揺れ動いたりします。 

 私たちは、ともすると「○○か△△のどちらが・・・」というように二者択一をし

てしまいがちですが、どちらもそれなりに大事であるということも少なくありません。

どちらも大事にしつつ、折り合いをつけていくことが大切なのかもしれません。 

 ハリネズミの後日談です。 

 ―――― 悩んだあげく、２匹のハリネズミは、お互いのぬくもりを感じることが 

でき、しかも針が刺さっても何とかがまんできる「ちょうどいい距離」を見つけたと

いうことです。 

◆ホームページ   学校での子どもたちの様子をご覧ください。  

→ https://kitakata.fcs.ed.jp/慶徳小学校 

◆安心メール     非常災害時の緊急連絡や教育活動・ＰＴA 活動 

に関わるお知らせなど発信します。          

                                   

  

  

https://kitakata.fcs.ed.jp/%E6%85%B6%E5%BE%B3%E5%B0%8F%

眼科健診(4/24) 

https://kitakata.fcs.ed.jp/%E6%85%B6%E5%BE%B3%E5%B0%8F%E5%AD%A6%E6%A0%A1
https://kitakata.fcs.ed.jp/%E6%85%B6%E5%BE%B3%E5%B0%8F%E5%AD%A6%E6%A0%A1

